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傘
寿
か
ら
四
年
の
歩
み
（
稿
）

所

功

（t
o
k
o
r
o
i
s
a
o
.
j
p

）

※
「
わ
が
八
十
年
の
歩
み
」
追
補

Ⅴ
期

終

活

期

令
和
４
年
（
二
〇
二
二
）

歳
81

・
正
月

日
、
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
出
勤
し
共
同
研
究

12

「
『
皇
室
野
史
』
の
再
発
見
」
の
中
間
報
告
を
行
う
。

※
『
皇
室
野
史
』
の
研
究
…
廣
池
千
九
郎
博
士
（
一
八
六
六
～

一
九
三
八
）
が
明
治

年
（
満

歳
）
京
都
で
「
史
学
普

26

27

及
雑
誌
」
を
発
行
す
る
傍
ら
、
翌
年
（
一
八
九
三
）
『
皇

室
野
史
』
を
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
武
家
時
代
（
中
世
近

世
）
に
お
け
る
皇
室
と
国
民
の
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
し

た
鋭
い
着
眼
の
労
作
で
あ
る
。
そ
の
引
証
史
料
を
再
検
証

す
る
た
め
、
橋
本
富
太
郎
・
久
禮
旦
雄
両
氏
と
三
年
計
画

を
立
て
共
同
研
究
を
始
め
た
が
、
私
と
し
て
は
道
徳
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
で
最
後
の
研
究
発
表
と
な
っ
た
。

※
道
科
研
に
寄
贈
し
た
宸
翰
（
後
水
尾
天
皇
・
明
正
女
帝
・

後
桜
町
女
帝
・
光
格
天
皇
の
宸
筆
）
の
展
示
…
そ
の
午
前
、

正
副
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を
頂
き
、
記
念
館
で
展
示
品
を

解
説
し
た
。

・
３
月

日
、
大
垣
北
高
の
多
機
能
教
室
寄
贈
記
念
式
典
に
出

19

席
し
、
午
後
、
汗
青
会
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
す
る
。

※
寄
贈
記
念
式
典
…
母
校
に
寄
贈
し
た
最
新
の
多
機
能
教
室

を
見
学
し
て
か
ら
、
国
の
紺
綬
褒
章
と
県
の
感
謝
状
を
頂

く
式
典
に
出
席
し
、
教
職
員
と
生
徒
会
役
員
ら
と
懇
談
し

た
。

※
汗
青
会
セ
ミ
ナ
ー
…
大
垣
市
ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
で
第

回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、「
梁
川
星
巌
と
紅
蘭
―
お
し
ど
り

11夫
婦
の
功
績
」
に
つ
い
て
講
述
し
た
。
橋
本
秀
雄
幹
事
の

尽
力
に
よ
り
講
録
冊
子
も
発
行
し
た
（
五
月
）。

・
３
月

日
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授
を
退
任
す
る
。

31
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※
研
究
所
教
授
…
平
成

年
４
月
か
ら
十
年
間
在
任
し
た
モ

24

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
（
令
和
三
年
か
ら
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教

育
財
団
と
改
称
）
の
道
徳
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

（
八
年
間
専
任
、
二
年
間
客
員
）
を
定
年
で
退
任
し
た
。

橋
本
富
太
郎
・
久
禮
旦
雄
両
氏
の
尽
力
に
よ
り
『
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
』
八
八
号
で
「
傘
寿
記
念
特
集
」
が
組
ま
れ
、

拙
稿
「
奉
職
十
年
の
歩
み
」
も
掲
載
さ
れ
た
。

・
４
月
６
日
、
大
阪
俱
楽
部
に
招
か
れ
「
皇
室
の
近
未
来
像
を

展
望
す
る
」
の
題
で
講
演
す
る
。
そ
の
数
日
後
新
型
コ
ロ
ナ

発
症
（
家
内
も
感
染
）
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
発
症
…
講
演
会
は
私
も
来
聴
者
百
数
十
名
も

マ
ス
ク
着
用
で
あ
っ
た
が
、
往
復
の
新
幹
線
車
中
で
感
染

し
た
の
か
。
自
宅
に
籠
っ
て

日
に
全
快
し
た
。

20

・
６
月

日
、
京
都
産
大
「
む
す
び
わ
ざ
館
」
で
「
平
成
と
令

19

和
の
大
礼
を
振
り
返
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
講
す
る
。

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
同
館
主
催
・
日
文
研
協
賛
で
「
平
成
」

と
「
令
和
」
の
代
始
諸
儀
祭
礼
に
つ
き
、
私
が
「
外
か
ら

学
ん
だ
大
礼
」
、
楠
本
祐
一
氏
が
「
内
か
ら
支
え
た
大
礼
」

の
題
で
、
講
述
の
後
、
久
禮
旦
雄
准
教
授
の
司
会
に
よ
り

質
疑
応
答
し
た
。
楠
本
氏
は
京
都
西
陣
生
ま
れ
、
平
成
初

め
に
侍
従
、
令
和
初
め
に
掌
典
長
と
し
て
大
礼
に
奉
仕
さ

れ
た
貴
重
な
体
験
を
存
分
に
語
ら
れ
た
。（
「
日
文
研
紀
要
」

号
に
全
容
掲
載
。
）

27

・
７
月
８
日
、「
渡
辺
允
侍
従
長
を
偲
ぶ
会
」
に
参
列
。

※
渡
辺
允
（
ま
こ
と
）
元
侍
従
長
（

歳
）
…
平
成

年

85

10

（
一
九
九
八
）
に
高
橋
紘
氏
と
の
共
著
『
皇
位
継
承
』
（
文

春
新
書
）
を
出
す
前
後
か
ら
何
度
も
招
か
れ
教
示
を
賜
わ
っ

た
同
氏
は
、
退
職
後
の
同

年
（

歳
）『
天
皇
家
の
執
事
』

23

74

文
春
文
庫
版
の
後
書
き
に
、
天
皇
陛
下
の
御
心
痛
を
直
叙

し
、
皇
族
女
子
が
結
婚
後
も
皇
室
に
留
ま
れ
る
法
改
正
の

必
要
性
を
明
示
さ
れ
た
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
満

歳
20

と
な
ら
れ
た
敬
宮
愛
子
内
親
王
（
３
月

日
見
事
な
記
者

17

会
見
）
な
ど
の
宮
家
創
立
も
可
能
に
な
ろ
う
。
な
お
、
毎

日
新
聞
（
３
月

日
朝
刊
）
に
求
め
ら
れ
追
悼
記
事
を
寄

21

せ
た
。
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※
偲
ぶ
会
…
２
月
９
日
に
他
界
さ
れ
た
渡
辺
允
侍
従
長
を
偲

ぶ
会
が
、
御
令
嬢
姉
妹
の
主
催
に
よ
り
帝
国
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
直
会
の
席
で
高
橋
美
佐
男
上
皇
職
侍
従
次
長
・
羽

毛
田
信
吾
元
宮
内
庁
長
官
・
鷹
司
尚
武
霞
会
館
理
事
長
兼

神
社
本
庁
統
理
お
よ
び
皇
室
取
材
の
雑
誌
社
・
新
聞
社
・

テ
レ
ビ
局
の
記
者
た
ち
と
立
話
し
た
。

そ
の
懇
談
中
、
安
倍
晋
三
元
首
相
（

歳
）
が
奈
良
市

63

西
大
寺
駅
前
で
演
説
中
に
銃
撃
さ
れ
て
心
肺
停
止
の
悲
報

に
驚
嘆
し
た
（
夕
方
六
時
こ
ろ
絶
命
）。

・
８
月

日
、
六
月
大
祓
お
供
え
の
「
真
桑
瓜
」
を
用
い
た

13

「
真
桑
瓜
ア
イ
ス
」
を
岐
阜
Ｊ
Ａ
か
ら
上
皇
職
に
献
上
す
る
。

※
六
月
大
祓
の
供
え
物
…
宮
中
祭
祀
の
六
月
末
日
「
大
祓
」

に
は
、
御
神
饌
（
お
す
べ
）
の
一
部
と
し
て
「
白
瓜
・
真

桑
瓜
・
茄
子
」
を
輪
切
り
に
し
た
も
の
を
供
え
ら
れ
る
と

い
う
（
高
谷
朝
子
元
内
掌
典
著
『
宮
中
賢
所
物
語
』
参
照
）。

こ
の
真
桑
瓜
は
メ
ロ
ン
の
一
変
種
で
縄
文
・
弥
生
時
代

か
ら
食
物
と
さ
れ
、
特
に
美
濃
国
の
真
桑
村
（
現
本
巣
市

真
桑
）
の
産
品
が
著
名
と
な
り
、
全
国
に
流
布
し
て
い
る
。

そ
の
真
桑
瓜
は
、
皇
居
の
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
平

成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
月
、
皇
后
の
美
智
子
さ
ま
は

天
皇
が
譲
位
さ
れ
た
ら
赤
坂
御
用
地
で
も
「
マ
ク
ワ
ウ
リ

を
作
っ
て
み
た
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

※
真
桑
瓜
ア
イ
ス
…
こ
の
よ
う
な
真
桑
瓜
を
地
元
か
ら
献
上

し
て
も
ら
え
な
い
か
、
岐
阜
Ｊ
Ａ
の
岩
佐
哲
司
会
長
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
委
托
の
県
立
岐
阜
農
林
高
校
で
創

作
し
た
「
真
桑
瓜
ア
イ
ス
」
は
、
安
全
で
問
題
が
な
い
こ

と
、
そ
れ
な
ら
ば
上
皇
職
で
も
受
納
し
て
頂
け
る
こ
と
が

判
り
、
無
事
献
上
の
夢
が
実
現
し
た
。
以
後
毎
年
六
月
末

に
献
上
し
て
い
る
。

・
８
月

日
、
双
京
構
想
連
続
講
座
に
京
都
ア
ス
ニ
ー
へ
出
講
。

17

※
双
京
構
想
連
続
講
座
…
一
昨
年
か
ら
市
の
総
合
企
画
局

（
京
都
創
生
室
）
の
依
頼
に
よ
り
、
京
都
ア
ス
ニ
ー
大
ホ
ー

ル
で
の
「
双
京
構
想
」
連
続
講
座
を
担
当
し
た
。
今
年
度

は
「
帝
王
学
の
教
科
書
」
の
テ
ー
マ
で
①
６
／

所
19

「
宇
多
天
皇
の
『
寛
平
御
遺
誡
』
」、
②
久
禮
「
順
徳
天
皇
の

『
禁
秘
抄
』
」
、
③
久
禮
「
後
水
尾
天
皇
の
『
当
時
年
中
行
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事
』」、
④
９
／

所
「
杉
浦
重
剛
の
御
進
講
」。

30

・

月
６
日
、
京
都
市
に
大
垣
の
有
志
か
ら
「
梁
川
星
厳
・
紅

10蘭
顕
彰
銘
版
」
寄
贈
の
仲
立
を
す
る
。

※
顕
彰
銘
版
…
霊
山
顕
彰
会
の
岐
阜
県
支
部
に
提
案
し
て
、

京
都
市
役
所
に
は
美
濃
部
竜
治
氏
（
産
大
卒
）
か
ら
働
き

か
け
て
も
ら
い
、
京
阪
神
宮
前
駅
出
口
に
「
星
厳
・
紅
蘭

お
し
ど
り
夫
婦
」
の
顕
彰
銘
版
（
撰
文
所
功
、
製
作
児
玉

製
作
所
）
を
寄
贈
す
る
式
典
と
小
宴
を
実
施
し
た
（
門
川

大
作
市
長
ら
十
数
名
来
席
）。

・

月

日
、
野
田
佳
彦
氏
の
依
頼
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

10

31

皇
室
典
範
に
関
す
る
管
見
を
説
明
す
る
。

※
野
田
佳
彦
氏
…
松
下
政
経
塾
一
期
生
の
同
氏
（

）
と
は
、

64

十
数
年
前
に
同
塾
同
窓
生
（
国
会
与
野
党
議
員
を
含
む
）

の
勉
強
会
で
講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
縁
に
よ
る
の

か
、
立
憲
民
主
党
の
「
皇
位
検
討
委
員
会
」
勉
強
会
へ
の

出
講
を
求
め
ら
れ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
管
見
を
述
べ
た
。

司
会
進
行
は
馬
淵
澄
夫
議
員
（

）。

61

・

月
９
日
、「
東
京
国
立
博
物
館
百
五
十
年
特
別
展
」
を
拝
観
。

12※
東
博
の
特
別
展
…
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
創
立
か
ら

一
五
〇
年
の
同
館
所
蔵
名
品
（
国
宝
な
ど
数
百
点
）
の
特

別
展
示
を
見
学
し
、
三
善
清
行
が
伝
記
を
書
い
た
円
珍
の

入
唐
公
験
・
「
智
証
大
師
」
勅
書
な
ど
に
感
動
し
た
。

令
和
５
年
（
二
〇
二
三
）

歳
82

・
３
月
２
日
、
上
野
の
森
美
術
館
で
「
小
灘
一
紀
絵
画
展
」
を

拝
見
す
る
。

※
小
灘
一
紀
絵
画
展
…
小
灘
氏
（
鳥
取
県
出
身
、

）
は
二

78

十
年
前
に
日
展
審
査
員
、
長
ら
く
日
本
神
話
の
世
界
を
描

き
続
け
て
き
た
。
今
回
も
「
神
々
の
微
笑
」
と
題
す
る
特

集
展
が
開
か
れ
、
同
夫
人
（
皇
學
館
大
学
卒
業
生
）
か
ら

招
待
さ
れ
拝
観
し
た
。
同
画
伯
は
今
春
「
日
本
藝
術
院
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
。

・
３
月

日
、
母
校
の
小
学
校
に
「
二
宮
金
次
郎
像
」
の
説
明

11

銘
版
を
寄
贈
す
る
。
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※
説
明
銘
版
…
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
創
立
か
ら
一
五
〇

年
の
母
校
（
現
揖
斐
川
町
立
の
小
島
小
学
校
）
校
庭
隅
に

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
寄
贈
の
二
宮
金
次
郎
石
像
が

あ
る
。
そ
の
説
明
銘
版
「
勤
・
倹
・
譲
の
報
徳
に
学
ぶ
」

（
撰
文
所
功
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
、
京
都
の
児
玉
製
作
所
作
）

を
同
二
十
五
年
入
学
の
同
級
生
一
同
有
志
で
寄
贈
し
た
。

そ
の
整
地
・
設
営
に
は
、
校
長
以
下
の
教
員
・
児
童
も
保

護
者
会
役
員
・
同
級
生
有
志
も
協
力
さ
れ
た
。

・
３
月

日
、
大
垣
の
汗
青
会
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
出
講
す
る
。

19

※
汗
青
会
公
開
セ
ミ
ナ
ー
…
大
垣
北
高
の
恩
師
稲
川
誠
一
先

生
（
昭
和

年
３
月

日
急
逝
）
に
学
ぶ
汗
青
会
の
勉
強

60

20

会
を
一
般
も
自
由
参
加
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
き
た
。
今
回

は
「
徳
川
家
康
の
遺
訓
を
見
直
す
」
の
題
で
講
述
し
た

（
四
月
「
ぎ
ふ
の
教
育
」
二
〇
五
号
に
要
旨
掲
載
）
。

・
４
月

日
、
小
田
原
文
化
財
団
江
之
浦
測
候
所
の
「
鎮
花

16

祭
」
に
参
列
し
、
郷
里
の
「
さ
ざ
れ
石
」
を
寄
贈
す
る
。

※
江
之
浦
測
候
所
…
現
代
美
術
作
家
（
日
本
藝
術
院
会
員
・

文
化
功
労
者
）
の
杉
本
博
司
氏
（
昭
和

年
生
ま
れ
）
が
、

23

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
小
田
原
市
西
郊
の
太
平
洋

水
平
線
を
一
望
で
き
る
江
之
浦
に
複
合
文
化
施
設
を
開
設
。

そ
の
広
大
な
苑
内
の
石
舞
台
に
お
い
て
開
催
の
「
鎮
花
祭
」

で
杉
謙
太
郎
氏
の
ユ
ニ
ー
ク
な
「
演
花
」
と
杉
本
理
事
長

の
感
動
的
な
講
話
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
昨
年
「
春
日
神
社
」
が
勧
請
さ
れ
参
道
も
整

備
中
に
て
、
郷
里
に
近
い
揖
斐
川
町
春
日
の
庭
置
用
「
さ

ざ
れ
石
」（
石
灰
質
角
礫
岩
）
を
寄
進
さ
せ
て
頂
い
た
。

・
６
月

日
、
Ｊ
Ａ
い
び
川
の
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
に
出
講
し
、

23

そ
の
機
会
に
小
中
学
校
ク
ラ
ス
会
に
も
参
加
す
る
。

※
Ｊ
Ａ
い
び
川
…
揖
斐
郡
（
揖
斐
川
町
・
池
田
町
・
大
野
町
）

全
域
の
農
業
協
同
組
合
。
そ
の
女
性
部
大
学
講
座
に
招
か

れ
「
徳
川
家
康
の
家
族
た
ち
」
に
つ
い
て
話
し
た
。

そ
の
前
に
小
島
小
中
学
校
同
級
生
二
十
二
名
と
北
方
の

カ
ン
ト
リ
ー
俱
楽
部
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食
し
歓
談
し
た
。

・
６
月

日
、
新
著
『
天
皇
の
歴
史
と
法
制
を
見
直
す
』
が
、
藤

25
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原
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
る
。

※
新
著
…
６
月
９
日
の
今
上
陛
下
「
大
婚
三
十
年
」
奉
祝
の

思
い
を
込
め
て
昨
春
か
ら
書
き
進
め
て
き
た
が
、
校
正
に

手
間
ど
り
漸
く
完
成
し
た
（
四
六
判
四
三
二
頁
）。
そ
の
口

絵
に
藤
島
博
文
画
伯
（
日
展
審
査
員
、

歳
）
の
日
本
画

82

「
令
和
の
大
嘗
宮
」
を
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
。

※
藤
原
書
店
…
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
藤
原
良
雄
社
長
に

よ
り
創
立
さ
れ
た
出
版
社
。
平
成

年
（
二
〇
一
二
）
市

24

村
真
一
博
士
著
『
皇
室
典
範
を
改
正
し
な
け
れ
ば
、
宮
家

が
無
く
な
る
』
所
収
の
対
談
に
参
上
し
編
集
を
手
伝
っ
た

縁
も
あ
っ
て
、
本
書
の
刊
行
を
引
き
受
け
ら
れ
た
。

・
７
月

日
、
父
の
八
十
年
祭
に
ち
な
み
、
靖
国
神
社
へ
家
族

27

そ
ろ
っ
て
昇
殿
参
拝
す
る
。

※
父
（
所
久
雄
）
の
八
十
年
祭
…
昭
和
十
八
年
（
一
九
四

三
）
七
月
二
十
七
日
、
父
（
満

歳
８
ヶ
月
）
が
戦
死
し

30

て
か
ら
満
八
十
年
の
本
日
、
介
護
を
要
す
る
妻
も
一
緒
に

娘
夫
妻
の
車
で
上
京
。
永
代
神
楽
申
込
み
の
同
日
戦
死
者

遺
族
数
組
と
昇
殿
参
拝
し
た
後
、
特
別
奉
納
へ
の
感
謝
状

を
山
口
建
史
宮
司
か
ら
授
与
さ
れ
、
遊
就
館
で
展
示
さ
れ

て
い
る
父
の
遺
品
な
ど
を
撮
影
し
て
も
ら
っ
た
。

尚
、
満

歳
で
「
未
亡
人
」
と
な
っ
た
母
は
、
平
成
十

27

九
年
（
二
〇
〇
七
）
七
月
十
日
、
満

歳
寸
前
で
往
生
し

91

た
が
、
そ
れ
以
来
笑
顔
の
遺
影
を
居
間
に
も
掲
げ
て
い
る
。

・
８
月
２
日
、
皇
學
館
大
学
国
史
学
科
十
期
生
と
コ
ロ
ナ
禍
で

二
年
遅
れ
の
傘
寿
と
稀
寿
を
祝
う
会
に
出
席
す
る
。

※
十
期
生
…
私
よ
り
十
歳
若
い
ク
ラ
ス
有
志
二
十
一
名
が
近

く
の
湯
河
原
に
集
い
、
思
い
出
と
近
況
を
語
り
合
っ
た
。

・
９
月

日
・

日
、
京
都
ア
ス
ニ
ー
の
連
続
講
座
と
揖
斐
川

15

16

町
の
「
学
ぶ
集
い
」
に
出
講
す
る
。

※
京
都
ア
ス
ニ
ー
の
連
続
講
座
…
「
双
京
構
想
」
を
推
進
す

る
京
都
ア
ス
ニ
ー
で
の
連
続
講
座
は
、
今
年
度
「
京
都
ゆ

か
り
の
歴
代
天
皇
」
と
い
う
通
し
テ
ー
マ
で
、
初
回
（
８
月

４
日
）「
平
安
前
期
の
天
皇
と
京
都
」、
第
三
回
（
９
月

日
）

15

「
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
天
皇
と
京
都
」、
第
五
回
（

月

日
）

10

27

「
東
京
時
代
の
天
皇
と
京
都
」
を
担
当
し
た
。
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※
揖
斐
川
町
の
「
広
木
忠
信
に
学
ぶ
集
い
」
…
広
木
忠
信

（
文
蔵
）
の
遺
徳
を
偲
び
郷
里
の
文
化
を
学
ぶ
有
志
の
集
い

を
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
か
ら
始
め
、
十
年
後
の

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
か
ら
町
文
化
財
保
護
協
会
の
主

催
と
し
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
し
て
き
た
。

そ
の
参
加
者
が
年
々
多
く
な
っ
た
の
で
、
今
回
か
ら
揖

斐
川
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
は
な
も
も
ホ
ー
ル
）
を
会
場

と
し
、
町
長
・
教
育
長
も
出
席
さ
れ
た
。
拙
講
テ
ー
マ
は

「
春
日
局
（
つ
ぼ
ね
）
ゆ
か
り
の
揖
斐
川
町
と
小
田
原
市
」。

・

月

日
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
の
創
立
七
十
五
周
年
記
念

11

25

行
事
に
参
列
す
る
。

※
名
古
屋
大
学
文
学
部
の
創
立
記
念
…
本
学
は
昭
和

年
14

（
一
九
三
九
）
最
後
（
七
番
目
）
の
帝
国
大
学
と
し
て
創
設

さ
れ
た
が
、
文
学
部
と
法
経
学
部
が
創
立
さ
れ
た
の
は
同

年
（
一
九
四
八
）
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
七
十
五
年
を
記

23念
し
て
の
式
典
に
国
史
出
身
の
友
ら
と
参
列
し
、
記
念
講

演
も
聴
講
し
た
。

な
お
、
こ
の
機
会
に
文
学
部
図
書
室
の
設
備
を
充
実
す

る
た
め
に
若
干
の
特
別
寄
付
を
し
た
。

・

月
９
日
、
大
阪
の
國
民
會
館
大
ホ
ー
ル
で
「
生
誕
百
年
の

12田
中
卓
博
士
に
学
ぶ
集
い
」
を
開
催
す
る
（
一
年
後
、
そ
の

全
容
を
出
版
）。

※
「
学
ぶ
集
い
」
…
田
中
卓
博
士
は
、
平
成

年
（
二
〇
一
八
）

30

月

日
に

歳
寸
前
で
帰
幽
さ
れ
た
（
前
記
）。
そ
の
長

11

24

95

逝
か
ら
五
年
後
の
本
年
が
生
誕
百
年
の
節
目
に
あ
た
る
の

で
、
國
民
會
館
（
武
藤
会
長
）
の
理
解
と
数
名
の
協
力
を

え
て
博
士
に
学
ぶ
集
い
を
開
催
し
た
（
講
師
は
武
藤
治
太
・

岡
田
登
・
清
水
潔
・
若
井
勲
夫
と
私
。
進
行
司
会
は
野
﨑

眞
夫
・
橋
本
秀
雄
の
両
氏
）
。

※
全
容
の
出
版
…
そ
の
全
容
は
、
武
藤
会
長
の
高
配
に
よ
り
、

事
務
局
と
野
木
邦
夫
の
尽
力
を
得
て
、
翌
６
年

月

日

11

24

「
國
民
會
館
叢
書
」
別
冊
（
Ａ
５
判
一
四
〇
頁
）
と
し
て
刊

行
し
、
四
百
名
近
く
に
寄
贈
・
頒
布
し
た
。

令
和
６
年
（
二
〇
二
四
）

歳
83

・
正
月
６
日
、「
皇
族
の
確
保
」
に
関
す
る
政
府
案
を
国
会
の
与
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野
党
で
協
議
し
て
い
る
動
静
に
注
目
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
管
見
を
出
し
続
け
、
冊
子
『「
皇
族
の
確
保
」
急
務
所
見
』

を
自
費
出
版
す
る
。

※
政
府
案
…
平
成

年
（
二
〇
一
七
）
天
皇
の
高
齢
に
よ
る

29

譲
位
を
可
能
に
す
る
「
皇
室
典
範
特
例
法
」
を
制
定
し
た

際
の
「
付
帯
決
議
」
を
承
け
て
「
安
定
的
な
皇
位
継
承
」

と
速
か
な
「
女
性
宮
家
の
創
設
」
に
関
し
て
検
討
す
る
有

識
者
会
議
の
報
告
に
基
づ
い
た
応
急
の
案
が
作
成
さ
れ
、

政
府
（
岸
田
文
雄
首
相
）
か
ら
国
会
（
与
野
党
・
会
派
）

に
協
議
を
求
め
た
。

そ
れ
は
皇
位
継
承
問
題
を
棚
上
げ
し
て
、「
皇
族
数
の
確
保
」

方
策
の
み
に
絞
り
、
Ⅰ
皇
族
女
子
が
結
婚
後
も
皇
族
の
身

分
に
留
ま
り
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
Ⅱ
旧
宮
家
の
男
系

男
子
が
皇
族
と
し
て
皇
室
に
入
り
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

Ⅲ
旧
宮
家
の
血
縁
者
を
現
皇
室
と
別
に
皇
族
と
す
る
こ
と
、

の
三
点
か
ら
成
る
。

※
冊
子
『
「
皇
族
の
確
保
」
急
務
所
見
』
…
こ
の
う
ち
、
管
見

で
は
Ⅰ
を
是
認
す
る
が
、
Ⅱ
も
黙
認
し
、
Ⅲ
は
否
認
す
る
。

た
だ
、
Ⅰ
の
案
で
皇
族
女
子
を
当
主
と
す
る
新
宮
家
に
入

る
夫
も
子
孫
も
皇
族
に
し
な
い
（
一
般
国
民
の
ま
ま
）
と

い
う
政
府
案
は
不
自
然
で
不
適
切
と
考
え
、
是
正
を
求
め

て
い
る
。

そ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
八
月
ま
で
論
じ
た
二
十
篇
と

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
の
有
識
者
会
議
ヒ
ア
リ
ン
グ
記

録
、
お
よ
び
他
紙
誌
の
取
材
に
応
じ
た
六
篇
を
併
せ
、

『
「
皇
族
の
確
保
」
急
務
所
見
』
と
題
す
る
冊
子
（
Ａ
５
判

一
六
四
頁
）
を
自
費
出
版
し
、
関
係
各
位
に
贈
呈
し
た
。

・
２
月

日
、
杉
浦
重
剛
翁
の
百
年
祭
に
よ
り
、
伝
通
院
へ
御

13

遺
族
と
共
に
御
墓
へ
詣
り
、
御
遺
品
な
ど
を
見
せ
て
頂
く
。

※
百
年
祭
…
杉
浦
重
剛
（
号
「
梅
窓
」「
天
台
道
士
」
）
は
、

百
年
前
の
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
二
月
十
三
日
、
満

歳
で
他
界
し
、
菩
提
寺
の
伝
通
院
（
小
石
川
、
浄
土
宗
）

68に
葬
ら
れ
た
。
以
後
ご
遺
族
（
現
当
主
は
曽
孫
重
利
氏
）

と
「
日
本
中
学
校
」
（
現
在
「
日
本
中
学
・
高
等
学
校
」
）

の
同
窓
生
な
ど
に
よ
り
「
梅
窓
祭
」
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

私
も
昨
年
か
ら
参
列
し
て
い
る
。

※
御
遺
品
…
杉
浦
翁
の
資
料
は
殆
ど
日
本
中
学
・
高
等
学
校
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に
寄
贈
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
ご
遺
族
の
も
と
に
あ
る
揮

毫
の
色
紙
や
貴
重
な
写
真
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
こ
の
機
会
に
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に

編
刊
し
た
も
の
を
補
訂
改
装
し
て
、
七
月
末
『
教
育
勅
語

―
少
年
昭
和
天
皇
へ
の
進
講
録
―
』（
四
六
判
一
七
四
頁
。

杉
浦
重
剛
著
・
所
功
解
説
、
勉
誠
社
）
を
出
版
し
た
。

・
３
月

日
、
白
鳥
神
楽
保
存
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
『
白
鳥
の

17

歩
み
』
の
編
集
会
議
に
出
た
後
、
汗
青
会
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で

そ
の
中
間
報
告
を
行
う
。

※
白
鳥
神
楽
保
存
会
…
郷
里
に
近
い
揖
斐
郡
池
田
町
の
白
鳥

神
社
（
主
祭
神
倭
建
命
）
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
獅
子
舞

の
神
楽
が
盛
ん
で
、
今
も
春
秋
の
例
祭
に
悪
魔
祓
な
ど
を

奉
仕
し
て
い
る
。
そ
の
保
存
会
長
河
本
克
己
氏
は
、
私
の

母
方
の
分
家
当
主
で
あ
る
。
ま
た
同
会
役
員
の
高
﨑
美
恵

子
様
は
「
白
鳥
奉
燈
狂
俳
保
存
会
」
の
会
長
で
も
あ
る
。

※
『
白
鳥
の
歩
み
』
…
こ
の
機
会
に
「
白
鳥
神
楽
の
由
来
」

だ
け
で
な
く
、
「
白
鳥
地
区
の
来
歴
」
と
「
白
鳥
神
社
の

由
緒
」
お
よ
び
「
白
鳥
狂
俳
の
奉
燈
」
に
つ
い
て
も
可
能

な
限
り
調
べ
、
九
月
の
例
祭
ま
で
に
冊
子
『
白
鳥
の
歩
み
』

（
Ｂ
５
判
一
一
四
頁
）
を
仕
上
げ
て
奉
納
し
た
。
そ
の
口
絵

に
は
小
灘
一
紀
画
伯
（

歳
）
作
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
を

80

掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
。

・
７
月

日
、
京
都
ア
ス
ニ
ー
の
連
続
講
座
に
出
講
し
た
際
、

12

古
書
店
か
ら
購
入
予
定
の
鈴
鹿
家
旧
蔵
文
書
を
確
認
す
る
。

※
連
続
講
座
…
今
年
度
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」

に
ち
な
み
、「
皇
室
と
貴
族
の
関
係
」
を
通
し
テ
ー
マ
と
し

て
、
そ
の
初
回
「
平
安
中
期
の
朝
廷
と
摂
関
家
」
を
担
当

し
た
。

※
鈴
鹿
家
旧
蔵
文
書
…
京
都
の
思
文
閣
出
版
の
古
書
目
録
で

知
っ
た
文
書
群
の
う
ち
、
江
戸
時
代
の
鈴
鹿
家
が
奉
仕
し

た
大
嘗
祭
関
係
史
料
を
私
費
で
一
括
購
入
し
て
、
皇
學
館

大
学
の
神
道
博
物
館
に
寄
贈
し
た
。

・
９
月

日
・

日
、
揖
斐
郡
大
野
町
「
文
化
財
保
存
協
会
」

28

29

の
記
念
講
演
に
参
り
、
翌
日
揖
斐
川
町
の
「
広
木
忠
信
に
学

ぶ
集
い
」
で
講
述
す
る
。

- 10 -

※
文
化
財
保
存
協
会
…
大
野
町
で
は
同
会
の
創
立
五
十
年
を

迎
え
、
杉
原
重
明
会
長
（
汗
青
会
同
学
）
の
依
頼
に
よ
り

町
民
セ
ン
タ
ー
で
「
近
世
大
野
に
お
け
る
学
問
と
教
育
の

再
発
見
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

翌
日
、
揖
斐
川
町
の
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
昭
和
天
皇
か

ら
三
代
続
く
谷
汲
行
幸
啓
」
に
つ
き
講
述
し
た
。

・

月
５
日
、
九
月
刊
行
の
新
著
『
「
天
皇
学
」
入
門
ゼ
ミ
ナ
ー

10ル
』
を
ふ
ま
え
て
、
國
民
會
館
の
東
京
講
座
で
「
〝
天
皇
史
〟

か
ら
〝
天
皇
学
〟
へ
の
展
望
」
に
つ
き
講
述
す
る
。

※
新
著
…
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
か
ら
出
版
し
た
『
歴
代
天
皇
の
実
像
』
の
本
文
を
全
面

的
に
更
新
し
、
久
禮
旦
雄
氏
に
近
年
の
研
究
動
向
を
「
補
注
」

し
て
加
え
て
も
ら
い
、
藤
原
書
店
か
ら
刊
行
し
た
。

※
「
天
皇
学
」
…
拙
著
の
中
心
は
「
天
皇
史
」
で
あ
る
が
、

藤
原
社
長
の
提
案
に
よ
り
「
天
皇
学
」
と
い
う
壮
大
な
新

語
を
掲
げ
た
。
そ
の
発
展
構
想
と
最
近
の
皇
室
問
題
を
、

東
京
の
国
際
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
講
座
で
論
述
し
、

要
旨
を
國
民
會
館
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
掲
載
し
た
。

・

月
９
日
、
藝
林
会
学
術
大
会
に
顧
問
と
し
て
出
席
し
、
そ

11の
会
員
総
会
で
平
泉
隆
房
会
長
の
急
逝
に
よ
る
新
会
長
と
し

て
植
村
和
秀
副
会
長
の
就
任
を
提
案
し
承
認
を
え
た
。

終
了
後
、
日
本
学
協
会
役
員
の
平
泉
紀
房
新
理
事
長
お
よ

び
小
村
和
年
常
務
理
事
も
交
え
て
、
今
後
の
在
り
方
な
ど
を

協
議
し
た
。

※
藝
林
会
学
術
大
会
…
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
時
野
谷

滋
博
士
（

歳
）
の
他
界
に
よ
り
藝
林
会
の
会
長
を
引
き

82

受
け
た
私
は
、
会
誌
『
藝
林
』
充
実
の
た
め
に
も
、
委
員

数
名
の
協
力
を
え
て
、
翌
年
か
ら
毎
秋
、
学
術
大
会
を
企

画
し
開
催
し
て
き
た
。

※
平
泉
隆
房
会
長
…
隆
房
氏
（
澄
博
士
の
嫡
孫
）
は
、
皇
學

館
大
学
文
学
部
・
大
学
院
を
出
て
「
中
世
伊
勢
神
道
の
研

究
」
で
学
位
を
授
け
ら
れ
、
金
沢
工
業
大
学
の
教
授
と
白

山
神
社
の
宮
司
を
兼
ね
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
か
ら

藝
林
会
の
会
長
と
し
て
積
極
的
に
尽
力
さ
れ
た
が
、
今
年

八
月
十
六
日
に
急
病
で
帰
幽
さ
れ
た
（
満

歳
）
。

70

※
植
村
和
秀
新
会
長
…
同
氏
は
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）
は
、
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京
都
大
学
法
学
部
出
身
の
政
治
思
想
研
究
者
で
、
平
成
十

六
年
（
二
〇
〇
四
）
『
丸
山
眞
男
と
平
泉
澄
』
（
柏
書
房
）

を
出
版
し
、
同
二
十
六
年
の
藝
林
会
学
術
大
会
で
は

「
滞
欧
研
究
日
記
に
み
る
平
泉
澄
博
士
」
に
つ
い
て
研
究
発

表
さ
れ
た
（
全
文
『
藝
林
』
六
四
巻
一
号
所
載
）。
そ
の
よ

う
な
縁
で
隆
房
会
長
か
ら
副
会
長
を
委
嘱
さ
れ
、
今
回
新

会
長
就
任
を
承
諾
さ
れ
た
。

※
日
本
学
協
会
の
役
員
…
当
会
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

文
部
省
学
術
局
所
管
の
一
般
財
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
理
事
長
は
、
こ
の
た
び
平
泉
澄
博
士
の
曽
孫
紀

房
氏
（
金
沢
工
業
大
学
講
師
）
が
就
任
さ
れ
た
。

な
お
、
国
際
的
な
経
済
学
者
の
市
村
真
一
博
士
は
、
長

ら
く
日
本
学
協
会
の
顧
問
を
務
め
、
会
誌
『
日
本
』
（
月

刊
）
の
編
集
に
も
尽
力
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
七
月
三
日

長
逝
さ
れ
た
（
満

歳
）。

99

・

月

日
、「
都
草
」
の
「
京
都
御
所
・
御
苑
歴
史
散
策
ツ
ア
ー

11

24

ガ
イ
ド
」
十
周
年
記
念
講
演
を
行
う
。

※
「
都
草
」
…
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
京
都
商
工

会
議
所
主
催
の
「
京
都
検
定
」
上
級
合
格
者
を
中
心
に
、

京
都
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
会
と
し
て
作
ら
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
あ
る
。
そ
の
有
志
た
ち
が
、
京
都
御
所
と
京
都
御

苑
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
。

※
記
念
講
演
…
京
都
産
業
大
学
在
職
中
、
京
都
検
定
の
一
級

合
格
者
を
日
本
文
化
研
究
所
で
受
け
入
れ
、
私
も
研
究
サ

ポ
ー
ト
し
て
き
た
。
そ
の
縁
で
「
都
草
」
初
代
会
長
坂
本

孝
志
氏
に
依
頼
さ
れ
、
立
命
館
大
学
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
京
都
御
苑
の
真
価
を
み
ん
な
で
再
発
見
」

と
題
し
講
述
し
た
。
そ
の
前
に
文
化
庁
の
今
泉
柔
剛
審
議

官
な
ど
の
祝
辞
が
あ
り
、
環
境
省
の
小
口
陽
介
京
都
御
苑

管
理
事
務
所
長
の
御
苑
紹
介
も
あ
っ
た
。

・

月

日
、
本
日
は
大
正
天
皇
（

歳
）
の
崩
御
に
よ
り
、

12

25

77

皇
太
子
で
摂
政
の
裕
仁
親
王
が
践
祚
さ
れ
て
か
ら
九
十
九
年
目
。

こ
の
機
会
に
春
か
ら
「
昭
和
天
皇
記
念
館
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
寄
附
金
の
募
集
事
業
が
行
わ
れ
、
賛
助
す
る
。

※
昭
和
天
皇
記
念
館
…
昭
和
天
皇
の
在
位
五
十
年
に
設
置
さ

れ
た
「
国
営
昭
和
記
念
公
園
」（
立
川
市
）
の
一
角
に
そ
の
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御
事
績
を
広
く
伝
え
る
た
め
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
七
）

こ
の
記
念
館
が
創
建
さ
れ
た
。

※
募
金
事
業
…
こ
の
記
念
館
を
二
十
年
後
の
来
年
（
昭
和
百

年
）
に
大
改
修
す
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
り
寄
附
を
募
る
こ
と
に
な
り
、
梶
田
明
宏
氏
（
現
館

長
、『
昭
和
天
皇
実
録
』
編
纂
官
）
か
ら
依
頼
を
受
け
、
呼

び
か
け
文
を
寄
せ
応
分
の
協
賛
を
し
た
。

令
和
７
年
（
二
〇
二
五
）

歳
84

・
正
月
１
日
、
今
年
か
ら
年
賀
葉
書
を
止
め
、
メ
ー
ル
交
換
の

可
能
な
方
々
の
み
に
年
賀
メ
ー
ル
を
出
す
こ
と
に
す
る
。

※
年
賀
メ
ー
ル
…
「
〝
終
活
〟
の
充
実
」
と
題
し
て
送
信
。

「
は
や
日
本
人
の
平
均
寿
命
を
越
え
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
先
般
来
〝
終
活
〟
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
単
に
最
期
の
備
え
だ
け
で
な
く
、
自
宅
の
蔵
書

（
大
半
は
研
究
所
に
寄
贈
済
み
）
や
資
料
（
来
信
・
切
り

抜
き
・
コ
ピ
ー
等
）
を
分
別
・
処
理
す
る
と
共
に
、
残
し

た
も
の
を
活
用
し
新
し
い
情
報
を
集
め
て
、
現
在
と
将
来

の
た
め
為
す
べ
き
こ
と
に
取
り
組
む
試
み
で
す
。
…
…
」

・
２
月

日
、
読
売
新
聞
本
社
で
編
集
・
解
説
委
員
の
研
修
会

28

に
出
席
す
る
。

※
読
売
新
聞
社
研
修
会
…
皇
室
担
当
の
沖
津
豪
解
説
委
員
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
老
川
祥
一
主
筆
（
会
長
）
以
下
の
研
修

会
で
「
安
定
的
な
皇
位
継
承
」
問
題
に
つ
い
て
講
述
し
質

疑
に
応
じ
た
。

同
社
で
は
、
私
の
前
後
に
羽
毛
田
信
吾
元
宮
内
庁
長
官

と
大
島
理
森
前
衆
議
院
議
長
か
ら
も
意
見
を
聴
取
し
た
。

そ
の
上
で
、
五
月
十
五
日
、
朝
刊
一
面
に
「
皇
統
の
安
定

現
実
策
を
…
典
範
改
正
が
急
務
」
と
題
す
る
画
期
的
な

提
言
を
掲
げ
、
社
説
に
も
「
象
徴
天
皇
制

皇
統
の
存
続

最
優
先
に
考
え
た
い
」
と
明
確
な
見
解
を
載
せ
て
い
る
。

そ
れ
を
承
け
て
五
月
十
七
日
朝
刊
に
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
「
皇
室
永
続
、
柔
軟
な
考
え
必
要
」
が
詳
し
く
掲

載
さ
れ
た
。

・
３
月

日
、
清
水
潔
氏
の
叙
勲
祝
賀
会
（
松
阪
）
に
参
列
し
、

29
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ま
た
田
中
卓
先
生
の
墓
に
詣
る
。

※
祝
賀
会
…
清
水
潔
氏
は
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

皇
學
館
大
学
へ
入
学
し
、
田
中
卓
教
授
（

）
に
師
事
す

44

る
た
め
「
伊
勢
青
々
塾
」
へ
通
い
入
塾
し
た
。
当
時
大
学

の
助
手
で
塾
の
塾
頭
代
だ
っ
た
私
（

）
は
、
以
後
半
世

25

紀
余
り
親
交
を
重
ね
て
き
た
。
同
氏
は
、
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
か
ら
八
年
間
同
大
学
の
学
長
を
務
め
、
そ

の
後
も
学
事
顧
問
と
し
て
貢
献
す
る
功
績
な
ど
に
よ
り

「
瑞
宝
中
綬
章
」
の
叙
勲
を
授
か
っ
た
。
そ
れ
を
有
志
で

祝
賀
す
る
た
め
、
発
起
人
の
年
長
者
と
し
て
祝
辞
を
述
べ

た
。そ

の
夕
方
、
十
期
生
で
元
大
学
事
務
局
長
の
西
谷
豊
氏

（

）
と
最
後
の
塾
生
野
木
邦
夫
氏
（

）
と
共
に
、
伊

72

53

勢
の
内
宮
近
く
に
あ
る
田
中
家
の
御
墓
に
詣
り
、
御
宅
で

元
気
な
奥
様
に
面
談
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

・
４
月
６
日
、
小
田
原
駅
近
く
で
季
刊
誌
『
和
合
』
の
関
係
者

か
ら
長
時
間
の
取
材
を
受
け
る
。

※
季
刊
誌
『
和
合
』
…
「
神
道
と
〝
和
〟
の
情
報
誌
」
と
し

て
平
成
二
十
三
年
秋
に
創
刊
さ
れ
た
（
神
社
本
庁
・
神
宮

司
庁
協
力
）
本
誌
の
依
頼
に
よ
り
、
皇
室
の
文
化
と
神
道

の
常
識
に
つ
い
て
、
「
万
人
の
お
宮
奉
仕
」
代
表
の
塚
田
昌

久
氏
を
相
手
に
三
時
間
近
く
話
し
た
。
そ
れ
に
若
干
加
筆

し
た
全
容
が
、

号
・

号
・

号
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

55

56

57

・
４
月

日
、「
昭
和
の
日
」
に
ち
な
み
「
産
経
新
聞
」
が
「
御

29

製
で
振
り
返
る
昭
和
天
皇
」
を
特
集
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の

企
画
に
全
面
協
力
す
る
。

※
「
昭
和
天
皇
」
特
集
…
『
産
経
新
聞
』
は
正
月
か
ら
特
集

「
昭
和
一
〇
〇
年
あ
の
と
き
」
を
連
載
中
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
加
え
て
文
化
部
篠
原
記
者
か
ら
依
頼
さ
れ
、
「
昭
和
の

日
」
に
御
製
と
写
真
を
全
紙
二
面
に
掲
載
す
る
企
画
の
選

歌
と
解
説
を
手
伝
っ
た
。

・
５
月
６
日
、
岐
阜
の
「
現
代
国
民
講
座
」
で
「
丸
尾
錦
作
先

生
百
年
記
念
」
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、
記
念
講
演
を
行
う
。

※
丸
尾
錦
作
先
生
…
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
加
納
（
現
岐

阜
市
内
）
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
地
元
の
小
学
校
教
員
を
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経
て
上
京
し
、
東
京
師
範
学
校
を
首
席
で
通
し
て
学
習
院

の
教
授
に
抜
擢
さ
れ
た
。

し
か
も
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
皇
太
子

嘉
仁
親
王
の
御
養
育
掛
、
つ
い
で
同
三
十
七
年
か
ら
皇
孫

裕
仁
親
王
の
御
養
育
掛
を
拝
命
し
た
。
や
が
て
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
皇
子
御
養
育
掛
長
を
退
任
後
も
裕
仁
皇
太

子
の
御
所
へ
再
三
招
か
れ
た
が
、
同
十
四
年
（
一
九
二

五
）
五
月
五
日
、
七
十
歳
で
他
界
。

そ
れ
か
ら
満
百
年
の
今
春
、
岐
阜
の
有
志
（
従
弟
の
橋

本
秀
雄
氏
な
ど
）
が
丸
尾
家
の
御
子
孫
と
連
携
し
、
日
本

学
協
会
の
月
例
「
現
代
国
民
講
座
」
と
し
て
、
郷
土
の
先

賢
を
偲
ぶ
集
い
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
７
月

日
、
徳
富
蘇
峰
の
遺
著
『
国
史
よ
り
観
た
る
皇
室
』

30

に
注
解
を
加
え
て
出
版
す
る
。

※
『
国
史
よ
り
観
た
る
皇
室
』
…
明
治
以
来
の
論
壇
で
活
躍

し
「
稀
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
称
さ
れ
る
徳
富
蘇
峰

（
一
八
六
三
～
一
九
五
七
）
は
、
敗
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
公
職

追
放
を
受
け
な
が
ら
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
（

）
一
気

83

に
本
書
を
書
き
上
げ
た
。
し
か
し
、
容
易
に
公
刊
し
え
ず
、

講
和
独
立
の
翌
年
（
一
九
五
二
）
湊
川
神
社
の
藤
巻
正
之

宮
司
に
よ
り
自
費
出
版
し
て
知
友
に
寄
贈
し
た
に
留
ま
る
。

そ
こ
で
、
か
ね
て
蘇
峰
に
関
心
を
も
つ
私
は
、
今
回
そ

れ
を
読
み
易
く
し
て
語
注
を
加
え
、
さ
ら
に
同
二
十
八
年
、

蘇
峰
翁
（

）
が
来
訪
し
た
青
年
（
麻
布
高
校
教
諭
近
藤

90

啓
吾
氏
（

）
な
ど
）
に
語
っ
た
記
録
「
日
本
の
行
く
べ

30

き
道
」
も
付
載
し
て
、
藤
原
書
店
か
ら
出
版
し
た
。

・
８
月
１
日
、
京
都
市
の
ア
ス
ニ
ー
「
双
京
構
想
連
続
講
座
」

で
本
年
度
初
回
を
担
当
し
、
「
明
治
初
期
の
京
都
博
覧
会
と
平

安
建
都
千
百
年
記
念
の
博
覧
会
」
に
つ
き
講
述
す
る
。

※
ア
ス
ニ
ー
講
座
…
今
年
度
は
大
阪
夢
洲
で
開
催
の
「
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

２
０
２
５
」
日
本
国
際
博
覧
会
に
ち
な
み
、
明
治

か
ら
昭
和
ま
で
京
都
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
を
五

人
で
分
担
し
紹
介
し
た
。

・
８
月

日
、
昭
和
天
皇
記
念
館
で
有
志
が
開
催
し
た
「
昭
和

13

天
皇
に
学
ぶ
」
懇
談
会
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
。
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※
「
昭
和
天
皇
に
学
ぶ
」
…
友
人
の
和
田
直
也
氏
（
岐
阜
市

議
会
議
長
）
が
、
地
元
有
志
と
立
川
市
の
昭
和
天
皇
記
念

館
を
訪
ね
、
梶
田
明
宏
館
長
（
岐
阜
市
出
身
）
の
ご
尽
力

で
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
元
年
二
月
、
昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
を

特
別
中
継
し
た
際
、
担
当
し
た
当
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
橋
本
大
二
郎
氏
（
の
ち
高
知
県
知
事
）
の
相
手
を
務
め

た
縁
に
よ
り
、
二
人
で
基
調
講
話
と
対
談
を
し
た
。

・
８
月

日
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
国
立
武
道
館
で
行
わ
れ
、

15

皇
后
陛
下
と
共
に
ご
臨
席
の
天
皇
陛
下
が
「
お
言
葉
」
を
捧

げ
ら
れ
る
。
岐
阜
で
は
「
遺
書
パ
ネ
ル
展
」
が
行
わ
れ
る
。

※
追
悼
式
の
「
お
言
葉
」
…
全
国
戦
没
者
追
悼
式
は
、
講
和

独
立
の
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
七
）
か
ら
行
わ
れ
、
そ

の
際
の
昭
和
天
皇
の
「
お
言
葉
」
が
基
本
的
に
毎
年
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
今
年
は
「
戦
後
八
十
年
」
に
あ

た
っ
て
特
別
に
注
目
さ
れ
、「
読
売
新
聞
」
の
取
材
に
応
え

た
所
感
が
八
月
二
十
八
日
掲
載
さ
れ
た
。

※
「
遺
書
パ
ネ
ル
展
」
…
岐
阜
の
若
い
有
志
た
ち
が
「
終
戦

八
〇
年
感
謝
の
心
を
つ
な
ぐ
実
行
委
員
会
」
の
企
画
と
し

て
「
岐
阜
県
出
身
戦
没
者
の
ご
遺
書
パ
ネ
ル
（
動
画
も
）」

を
作
り
、
県
内
各
地
で
展
示
し
た
。
そ
の
中
に
父
所
久
雄

の
遺
書
も
含
ま
れ
て
い
る
（
年
末
に
出
版
予
定
）
。

・
８
月

日
、
平
泉
寺
白
山
神
社
へ
史
料
拝
見
の
た
め
に
知
友

24

四
名
と
共
に
参
上
す
る
。

※
史
料
拝
見
…
徳
富
蘇
峰
翁
と
平
泉
澄
博
士
は
、
戦
前
か
ら

親
交
が
あ
り
、
特
に
戦
後
お
二
人
と
も
公
職
追
放
を
受
け

た
が
、
手
紙
の
交
換
に
よ
り
互
い
を
励
ま
さ
れ
た
。

そ
の
往
復
書
簡
が
多
数
現
存
す
る
。
平
泉
博
士
か
ら
蘇

峰
あ
て
の
二
十
数
通
は
小
田
原
市
国
府
津
に
近
い
二
宮
町

の
「
徳
富
蘇
峰
記
念
館
」
に
あ
り
、
全
て
写
真
を
頒
け
て

頂
い
た
。
も
う
一
方
の
蘇
峰
翁
か
ら
平
泉
博
士
あ
て
の
十

数
通
は
、
平
泉
寺
白
山
神
社
の
宝
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
後
者
を
直
接
拝
見
す
る
た
め
、
藤
原
書
店
の

藤
原
良
雄
社
長
、
帝
京
大
学
教
授
の
野
口
剛
氏
、
日
本
学

協
会
研
究
員
の
野
木
邦
夫
氏
と
共
に
参
上
し
た
。

当
日
は
、
昨
夏
急
逝
さ
れ
た
平
泉
隆
房
前
宮
司
の
夫
人
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和
泉
様
が
、
宝
物
館
に
別
置
さ
れ
て
い
た
木
箱
（
表
に
澄

先
生
が
「
蘇
峰
先
生
」
と
墨
書
）
を
社
務
所
の
応
接
間
で

見
せ
て
下
さ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
全
文
の
写
真
撮
影
を
同

行
の
朝
日
印
刷
（
辻
社
長
）
に
指
示
さ
れ
た
。

そ
の
上
、
別
途
お
願
い
し
て
い
た
『
禁
秘
抄
』
の
古
写

本
（
現
存
最
古
の
鎌
倉
末
期
に
書
写
さ
れ
た
三
条
西
家
旧

蔵
本
）
も
、
宝
物
館
か
ら
捜
し
出
し
、
同
様
に
撮
影
の
手

配
ま
で
さ
れ
た
の
は
、
感
謝
に
た
え
な
い
。

・
９
月
５
日
、
「
礼
典
研
究
会
」
総
会
の
記
念
講
演
で
「
杉
浦
重

剛
先
生
の
〝
実
践
躬
行
〟
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
話
す
。

※
「
礼
典
研
究
会
」
…
近
代
的
な
神
社
礼
法
の
基
礎
を
築
い

た
青
戸
波
江
大
人
（
一
八
五
七
～
一
九
二
九
）
の
学
統
を

継
ぐ
有
志
の
会
（
現
会
長
茂
木
貞
純
國
學
院
大
學
名
誉
教

授
）
が
、
今
年
度
は
靖
国
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

※
杉
浦
重
剛
（
一
八
五
五
～
一
九
二
四
）
…
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
か
ら
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
た
め
に
「
東
宮
御
学

問
所
」
で
「
倫
理
」
担
当
の
御
用
掛
を
務
め
た
。
そ
の
在

任
七
年
間
、
自
ら
『
到
誠
日
誌
』
（
既
刊
）
を
記
し
て
お
り
、

ま
た
大
正
九
年
（
申
）
末
か
ら
翌
十
年
（
酉
）
二
月
の

「
宮
中
某
重
大
事
件
」
に
関
し
て
門
弟
の
猪
狩
又
蔵
氏
が

纏
め
た
『
申
酉
録
』
（
未
刊
）
が
あ
る
。

こ
の
両
記
録
を
精
査
し
て
、
杉
浦
翁
が
二
歳
下
の
青
戸

翁
を
信
頼
し
、
御
学
問
所
の
御
進
講
準
備
に
も
、
皇
太
子

妃
（
良
子
女
王
）
の
内
定
問
題
に
も
、
常
に
相
談
し
て
真

剣
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
を
論
述
し
た
。

・
９
月
６
日
、
悠
仁
親
王
の
「
成
年
式
」
に
あ
た
っ
て
り
、
日

本
テ
レ
ビ
と
読
売
・
時
事
通
信
・
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
な
ど
か
ら
の
取

材
が
放
映
・
掲
載
さ
れ
る
。

※
悠
仁
親
王
の
「
成
年
式
」
…
皇
嗣
秋
篠
宮
文
仁
親
王
の
長

男
悠
仁
親
王
は
、
昨
年
満
十
八
歳
で
成
年
を
迎
え
ら
れ
た

が
、
高
校
在
学
中
の
た
め
延
期
し
て
大
学
進
学
後
の
御
誕

生
日
に
皇
居
宮
殿
で
「
成
年
式
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
機
会
に
「
親
王
成
年
式
の
来
歴
と
課
題
」
を
纏
め
、

『
産
大
法
学
』
五
九
巻
三
号
に
寄
稿
し
た
。

・
９
月

日
、
揖
斐
川
町
の
「
広
木
忠
信
に
学
ぶ
集
い
」
で
講

20
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述
。
夜
、
岐
阜
「
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
の
会
」
で
も
講
話
。

※
「
広
木
忠
信
に
学
ぶ
集
い
」
…
こ
の
会
合
は
今
年
も
揖
斐

川
町
文
化
財
保
護
協
会
の
主
催
よ
り
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。
そ
の
来
賓
挨
拶
で
町
教
育
長
か
ら
、
二
十

年
程
前
、
町
教
委
の
外
部
評
価
委
員
長
を
務
め
た
私
が
町

の
将
来
を
見
据
え
て
纏
め
た
意
見
書
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
恐
縮
し
た
。

・

月
７
日
、
宮
内
庁
編
『
香
淳
皇
后
実
録
』
の
全
文
が
公
開

10さ
れ
る
。
『
産
経
新
聞
』
か
ら
依
頼
を
受
け
、
そ
の
全
文
コ
ピ

ー
を
事
前
に
拾
い
読
み
し
た
所
感
が
、
本
日
と
十
六
日
に
詳

し
く
掲
載
さ
れ
る
。

※
『
香
淳
皇
后
実
録
』
…
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
完

成
奉
呈
さ
れ
た
『
昭
和
天
皇
実
録
』
に
続
き
、
香
淳
皇
后

（
一
九
〇
三
～
二
〇
〇
〇
）
の
実
録
も
完
成
奉
呈
さ
れ
た
。

そ
の
全
十
巻
デ
ー
タ
の
コ
ピ
ー
を
、
宮
内
記
者
の
内
田

優
作
氏
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、
二
週
間
ほ
ど
で
通
覧

し
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。
そ
の
後
、
あ
ら
た
め
て
全
文
精
読

し
て
、
ご
幼
少
期
か
ら
夫
君
践
祚
ま
で
約
二
十
年
間
の
ご

修
学
関
係
の
記
事
を
抄
出
し
た
。
ま
た
夫
君
の
晩
年
（
昭

和
六
十
二
年
）
ま
で
に
詠
ま
れ
た
御
歌
も
抄
出
し
て
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
（
御
歌
抄
五
十
首
は
『
日

本
』
新
年
号
に
掲
載
予
定
）
。

・

月

日
、
靖
国
神
社
と
市
ヶ
谷
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た

10

26

「
全
国
ソ
ロ
モ
ン
会
」
創
立
六
十
周
年
記
念
の
集
い
に
参
列

し
、
顧
問
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
る
。

※
全
国
ソ
ロ
モ
ン
会
…
南
洋
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
健
闘
し
て
生

還
し
た
戦
友
た
ち
に
よ
り
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

創
立
さ
れ
、
同
会
の
有
志
が
毎
年
自
費
で
亡
き
戦
友
の
遺

骨
収
集
と
慰
霊
参
拝
へ
出
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
同
四
十
七
年
七
月
、
そ
の
一
行
に
途
中
（
ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
島
）
ま
で
加
え
て
も
ら
い
、
父
が
戦
死
し
た
隣
の

ニ
ュ
ー
ジ
ア
島
へ
詣
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
陸
軍
・
海
軍
の
戦
友
会
は
、
高
齢
化
で
殆
ど

解
散
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
会
は
平
成
後
半
か
ら
壮
年
の

崎
津
寄
光
氏
（
浅
草
寿
仙
院
住
職
）
が
事
務
局
を
引
き
受

け
、
笹
幸
恵
さ
ん
（
広
報
担
当
）
な
ど
と
協
力
し
て
、
困
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難
な
収
骨
と
慰
霊
を
毎
年
継
続
し
て
い
る
。

・

月
９
日
、
藝
林
会
の
学
術
研
究
大
会
を
京
都
産
業
大
学
の

11「
む
す
び
わ
ざ
館
」
で
開
催
し
、
開
会
の
挨
拶
と
研
究
発
表

を
行
う
。

※
学
術
研
究
大
会
…
今
年
の
題
は
テ
ー
マ
「
御
撰
・
御
集
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」
の
も
と
に
、
私
が
「
宇
多
天
皇
の
御
記

と
御
遺
誡
」
、
小
林
一
彦
教
授
が
「
後
鳥
羽
上
皇
が
手
塩
に

か
け
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
」、
盛
田
帝
子
氏
「
近
世
中
後

期
の
御
所
伝
授
を
め
ぐ
っ
て
」
に
つ
き
研
究
発
表
を
行
い
、

久
禮
旦
雄
教
授
の
司
会
に
よ
る
相
互
討
論
で
若
松
正
志
教

授
が
三
者
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
江
戸
前
期
の
後
西
天
皇
の
事

績
紹
介
な
ど
も
あ
り
、
実
り
多
い
会
と
な
っ
た
。

・

月

～

日
、
敬
宮
愛
子
内
親
王
が
ラ
オ
ス
共
和
国
を
公

11

17

22

式
訪
問
さ
れ
、
皇
族
女
子
に
よ
る
公
的
活
動
の
重
要
性
を
広

く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。

※
皇
族
女
子
の
公
的
活
動
…
内
廷
皇
族
の
敬
宮
愛
子
内
親
王

（

月
１
日
で

歳
）
は
、
昨
春
学
習
院
大
学
を
卒
業
さ

12

24

れ
て
日
本
赤
十
字
社
に
勤
務
し
な
が
ら
、
国
内
各
地
へ
の

視
察
や
大
会
へ
の
臨
席
に
精
励
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
初

め
て
単
身
で
海
外
訪
問
の
大
任
を
果
た
さ
れ
た
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
朝
日
新
聞
社
か
ら
取
材
を
受
け
た
。

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ

月

日
号
の
特
集
「
女
性
が
輝
く
皇
室
に
」、

10

27

ま
た
本
紙

月

日
朝
刊
に
「
女
性
皇
族
が
紡
ぐ
海
外
と

11

15

の
絆
」
に
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
宮
家
皇
族
の
彬
子
女
王
（

月

日
で

歳
）

12

20

44

は
、
昨
年
十
一
月
祖
母
崇
仁
親
王
妃
百
合
子
様
の
長
逝
以

来
、
三
笠
宮
家
の
当
主
代
を
務
め
て
来
ら
れ
た
が
、
今
年

九
月
三
十
日
、
皇
室
経
済
会
議
で
正
式
に
当
主
と
し
て
認

定
さ
れ
た
（
こ
れ
で
同
家
は
現
行
典
範
の
も
と
で
も
初
の

女
性
宮
家
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
）。

同
殿
下
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
京
都
産
業
大
学
の

特
別
教
授
と
し
て
日
本
文
化
研
究
所
の
研
究
員
を
務
め
、

今
年
十
一
月
二
十
九
日
、
同
研
究
所
創
設
三
十
年
の
記
念

講
話
を
行
わ
れ
た
。


